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（1）対象地域 

 福島県福島市の水田圃場 

 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

イネ品種によってセシウムの摂取能が異なる可能性がある． 

（2）流出挙動・経路 

検出された放射能はほとんど土壌由来のもので，経根吸収によって内部へ取り込まれたと考えられる． 

（3）除染の際の留意点 

水で洗浄したがわら中の放射性 Cs 濃度は変わらなかった．  

（4）担当者のコメント 

わら中の放射性セシウムは全品種を通じて，134Cs，137Cs 濃度がそれぞれ 19.4-73.4，10.3-100.3 Bq kg-1

の範囲で，平均は 38.9，39.0 Bq kg-1で，メジアンは 35.8，35.5 Bq kg-1で検出された．また，玄米中の

放射性セシウムは 134Cs，137Cs 濃度はそれぞれ 0.7-20.3，2.7-26.6 Bq kg-1の範囲で，平均は 8.1，11.6 Bq 

kg-1でメジアンは 6.7，10.2 Bq kg-1であった．総じて，玄米中の放射性セシウムはわら中のそれより小

さく，約 20%程度であった． 


